
免疫グループ 

 
所属メンバー 

・有賀  正 （教授、昭和 53 年卒） 

・小林 一郎 （講師、昭和 59 年卒） 

・山田 雅文 （講師、平成 2年卒） 

・竹崎俊一郎 （医員、平成 13 年卒） 

・山崎 康博 （平成 16 年卒、平成 26 年大学院卒、留学中） 

・植木 将弘 （大学院生、平成 19 年卒） 

・戸澤 雄介 （大学院生、平成 19 年卒） 

・大倉 有加 （特別研究員、平成 13 年卒） 

・千田奈津子 （平成 19 年卒、〜平成 27 年歯学部大学院卒） 

 

 

外来患者数    のべ 1,400 人/年 

 

北大病院以外での免疫・アレルギー外来  

小林：帯広厚生病院、静内町立病院、白老町立病院、岩内協会病院 ，函館五稜郭病院，函

館中央病院、釧路赤十字病院 

山田：手稲渓仁会病院 

 

入院患者数   30 人/年 

 

 

その他の特色ある診療内容  

日本アレルギー学会認定教育施設、食物アレルギーにおける負荷試験 

：小林(アレルギー専門医・指導医)、竹崎（アレルギー専門医） 

小児リウマチ性疾患：小林（リウマチ専門医・指導医）、竹崎（リウマチ専門医）若年性特

発性関節炎の生物学製剤による治療 

原発性免疫不全症の迅速診断とそれに基づく早期治療 

 

 

 



研究内容 

種々の原発性免疫不全症の診断と病態解析. 

若年性特発性関節炎・小児膠原病・自己免疫疾患の病態解析. 

原発性免疫不全症マススクリーニング法の開発など. 

自己炎症性疾患の病態解析. 

 

競合的外部資金 

『厚労科研[補助金）』 

 1）PID診断班（防衛医科大学校）1,000,000 

  研究代表者：野々山恵章先生 （担当：寒河江さん） 

  研究開発課題名：原発性免疫不全症候群の診断基準・重症度分類およ診療ガイドライ   

  ンの確立に関する研究 

  分担する研究項目：ADA欠損症 

  

『受託研究費（旧/厚労科研）』 

 2）IRUD（国立成育医療）14,000,000 

  研究代表者：松原洋一先生  (担当：塚本さん、椎名さん） 

  研究開発課題名：原因不明遺伝子関連疾患の全国横断的症例収集・バンキングと網羅 

  的解析 

  分担研究開発課題名：北海道地区における未診断患者への診断提供体制の構築 

  

 3）AMED 受託研究費（九州大学）700,000 

  研究代表者：高田英俊先生 （有川さん） 

  研究開発課題名：難治性疾患等実用化 

  （免疫アレルギー疾患等実用化研究事業 移植医療技術開発研究分野）研究事業 

  分担研究開発課題名：原発性免疫不全症に対する造血幹細胞移植法の確立 

  

 4）日本医療研究開発機構（ＡＭＥＤ）研究費 1,000,000 

  成育疾患克服等総合研究事業 

  研究代表者：小野寺雅史先生（担当：橋井さん） 

   国際共同治験に基づく小児稀少難病に対する遺伝子・細胞治療の実施とその支援体制   

   の整備 

   遺伝子治療（治験）の対象患者の選択 
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総説・著書 

1. 小林一郎: 若年性皮膚筋炎,多発性筋炎．小児科診療増刊号“小児の治療指針”77 増刊 

   号: 300-302, 2014 

2. 小林一郎: 自己免疫性内分泌疾患などを呈する免疫不全症．小児内科46: 1509-1512,    

   2014 

3. 小林一郎: 自己免疫性疾患を呈する免疫不全症．日本小児科学会雑誌 118: 1708-1718,  

   2014 

4. 千田奈津子、小林一郎: 中枢性免疫寛容不全と末梢性免疫寛容不全における標的抗原特   

   異性. 日本臨床免疫学会会誌 38: 142-149, 2015 

5. 小林一郎: 若年性皮膚筋炎．特集 小児リウマチ性疾患の最新治療. 小児科診療78 (8):    

   1101-1108, 2015  

 

 



6. 小林一郎、森 雅亮: 小児リウマチ性疾患に対する予防接種．小児の臓器移 

   植および免疫不全状態における予防接種ガイドライン2014．日本小児感染症   

   学会監修．協和企画 2014 

7. 山田雅文: Phenocopies of PID. アレルギー免疫 22(9): 92-98, 2015 

8. 有賀 正: 免疫不全を疑う時：家族歴・病歴/緊急に対応すべき免疫不全症を含めて. 小 

   児内科46: 1435-1441, 2014 

9. 竹崎俊一郎、有賀 正: 真菌感染症－カビを極める：真菌に対する感染防御機構. 小児 

   内科46: 1730-1734, 2014 

10.金兼弘和、今井浩輔、山田雅文、高田英俊、有賀 正、Bexon M、 Rojavin M、Hu W、 

   古林みどり、Lawo J、野々山恵章、原 寿郎、宮脇利男: 皮下注射用免疫グロブリン  

   IgPro20の原発性免疫不全症日本人患者における有効性及び安全性. 血液フロンティア 

   25: 96-107、2015 

11.有賀 正: 小児の敗血症. 今日の診断指針 第７版 金澤一郎、永井良三 総編集 

   医学書院: 1881-1884、2015 東京 

 

国内学会発表 

1. 小林一郎：多彩な自己免疫疾患を呈する IPEX 症候群 ワークショップ５ Common 

immunological diseaseのモデルとしての原発性免疫不全症 第42回日本臨床免疫学会

総会（2014 年 9 月 4-6 日 東京） 

2. 千田奈津子 小林一郎 植木将弘 山崎康博 竹崎俊一郎 堀川玲子 Notarangelo LD 

Betterle C 山田雅文 有賀 正：APECED および IPEX 症候群における抗トリプトファ

ン水酸化酵素-1 抗体および抗 AIE-75 抗体の疾患特異性の検討。第 42 回日本臨床免疫学

会総会（2014 年 9 月 4-6 日 東京） 

3. 中久保佐千子、植竹公明、高橋 悟、小林一郎 小脳梗塞を発症し診断に至った抗リン

脂質抗体症候群の一例 第 24 回日本小児リウマチ学会 （2014 年 10 月 3−5 日 仙台） 

4. 植木将弘 山崎康博 竹崎俊一郎 山田雅文 小林一郎 有賀正： アトバコンが有効

であった小児ニューモシスチス肺炎の 2例 第 46 回日本小児感染症学会（2014 年 10

月 18−19 日 東京） 

5. 千田奈津子 小林一郎 植木将弘 山崎康博 竹崎俊一郎 堀川玲子 Notarangelo LD 

Betterle C 山田雅文 有賀 正：APECED および IPEX 症候群における抗トリプトファ

ン水酸化酵素-1 抗体および抗 AIE-75 抗体の疾患特異性の検討。第 7回日本免疫不全症

研究会（2015 年 1 月 24 日 東京 



6. 植木将弘 戸澤雄介 竹崎俊一郎 山田雅文 小林一郎 有賀 正 関節炎を契機に

診断された炎症性腸疾患(IBD)の 2 例 第 27 回北海道小児リウマチ性疾患研究会（2015

年２月 21 日 札幌） 

 

講演・シンポジウム 

1. 小林一郎：教育講演 自己免疫疾患をきたす免疫不全症. 第 117 回日本小児科学会総会

（2014 年 4 月 11-13 日 名古屋） 

2. 小林一郎: 生体防御：免疫不全・自己炎症・自己免疫. 日本小児科学会専門医のための

インテンシブコース 2014年8月9日 札幌コンベンションセンター 

3. 小林一郎: 若年性皮膚筋炎に合併する急速進行性間質性肺炎の臨床的検討と抗 MDA5 抗

体（特別企画若年性皮膚筋炎に合併する急速進行性肺炎の臨床的検討と病態解析ー世界

に発信する国内共同研究の成果ー）. 第 24 回日本小児リウマチ学会 （2014 年 10 月

3−5 日 仙台） 

4. 小林一郎: 自己免疫疾患を呈する原発性免疫不全症. 第3回東北小児膠原病研究会 

2014年11月1日（ホテルメトロポリタン盛岡 盛岡） 

5. 小林一郎: 眼科的合併症を呈する小児炎症性疾患. 第3回目と炎症セミナー 2014年11

月19日 （京王プラザホテル札幌 札幌） 

6. 小林一郎: 小児リウマチ性疾患：初期診療において見逃さないために. 札幌小児科医会

講演会 2015年1月24日（札幌プリンスホテル 国際パミール館 札幌） 

7. 有賀 正: 特別講演 日常診療での原発性免疫不全症と自験例でのトピックス. 第5回

九州免疫不全研究会、2014年7月26日、福岡 

8. 有賀 正: 講演 免疫不全とRSウイルス感染症. 北海道RSVアドバイサリーボード、2014

年9月15日、札幌 

9. 有賀 正: 原発性免疫不全症オーバービュー. 第5回国際協力遺伝病遺伝子治療フォー

ラム、2015年1月15日、東京 

10. 有賀 正: 特別講演 免疫と免疫関連疾患. 北海道小児保健研究会、2015年5月23日、札

幌  

11. 有賀 正: 特別講演 日常で診る原発性免疫不全症のトピックス. 宮崎小児感染症研

究会、2015年7月9日、宮崎 

12. 有賀 正: 特別講演 原発性免疫不全症(PID)自験例のトピックスとその解析. 第5回

関西免疫不全症研究会、2015年7月11日、大阪 

 

 



国際学会・シンポジウム 

1. Kobayashi I: Primary Immunodeficiency as a model of autoimmune diseases. 

Super-global symposium on Sjögren’s syndrome and autoimmunity 2015. Jan 4, 2015. 

Hokkaido University. 

2. Ariga T: Tips for the diagnosis of and recent topics associated with primary 

immunodeficiency diseases (PID). The 2014 spring conference of Korean Society 

of Pediatric Infectious Disease. (May 18, 2014, Seoul, Korea) 

 

 

学会活動（委員会委員など） 

有賀 正  

日本小児科学会（理事、代議員、新生児委員会担当理事、医療安全委員会担当理事、予防

接種、感染症予防委員会担当理事、中央資格審査委員） 

日本人類遺伝学会 （評議員） 

日本小児感染症学会（評議員） 

日本小児リウマチ学会（運営委員） 

日本小児保健協会（評議員） 

北海道小児科地方会（会長） 

北日本小児科学会（幹事） 

北海道小児リウマチ性疾患研究会（会長） 

日本アレルギー協会（理事） 

北海道アレルギー協会（会長）  

北海道出生前診断研究会（監事） 

日本免疫不全研究会（幹事） 

北海道免疫不全研究会（会長） 

臨床小児医学 編集委員 

 

小林一郎  

日本小児科学会（代議員） 

北海道小児科地方会（幹事） 

北日本小児科学会（幹事） 

日本小児リウマチ学会（運営委員，広報） 

北海道小児リウマチ性疾患研究会（幹事） 



日本臨床免疫学会（評議員・学会誌編集委員） 

日本小児アレルギー学会（評議員） 

 

社会貢献 

有賀 正 

公益財団法人 小児医学研究振興財団 （評議員） 

公益財団法人 森永奉仕会 （評議員） 

小児慢性特定疾患対策協議会委員（北海道、札幌市、函館市） 

北海道特定疾患対策協議会審査専門委員  

北海道小児救急医療体制整備推進協議会委員 

札幌市母子保健あり方検討委員会（委員） 

北海道感染症危機管理対策協議会 

つばさの会（免疫不全症患者家族の会）（理事） 

 

小林一郎 

北海道予防接種健康被害調査委員会委員 

 

 


